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本文 

 

 以下に、博士論文の要約を示す。 

 

なお、本論文の一部は既発表論文を改稿したものである。 

第 2章――「清末西北動乱の鎮圧過程における協餉」『東洋学報』第 98巻第 2

号、2016年、1–28 頁 

第 3章――「新疆建省前後における協餉の変遷――甘粛新餉に注目して」『東

方学』第 135輯、2018 年、74–89頁 
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序章 新疆財政史研究の意義と課題 

 

18 世紀半ばにジュンガルを滅ぼし、カシュガル・ホージャ家の反乱を鎮圧し

た清朝は、中央アジアの東部、天山山脈の南北に広がる地域を勢力圏に収め、新

疆と名付けた。その後 19世紀末の国境画定により西北部がロシア領になった以

外は、清朝時代の新疆の領域がほぼそのまま現在の新疆ウイグル自治区となっ

ている。この約 250 年の間、中国の政権、すなわち清朝、中華民国、中華人民共

和国はどのようにしてこの地域への影響力を保ち続けていたのか。特に政治的

な混乱が続く一方で、経済開発や漢族の進出など、現代まで続く変化が生じた 19

世紀後半から 20 世紀半ばまでの時期は、新疆の歴史の中で重要な意味を持つ。

本論文は、この時期を近代と呼び、この期間における中国による新疆統治を財政

の観点から考察するものである。 

新疆には辺境防衛のために 18世紀末から常に大規模な軍隊が配置されていた。

この軍隊を維持するために多くの財政支出が必要であったが、現地での税収は

限られていた。この財政赤字を補うためには、中央政府や財政的に余裕のある省

が資金を送ることが必要であった。新疆統治の安定性や新疆と中国内地の関係

を考察するためには、この財政支援の分析が不可欠である。しかしながら個別の

産業分野の発展や税制、貨幣に関する先行研究は存在するが、財政構造の全体像

や財政支援の実態の解明は不十分である。そこで本論文では、乾隆年間から中華

民国までの時期を対象として、中国内地から新疆に対して行われた財政支援に

着目して新疆財政を考察した。 

本論文では、各時期において、財政支援の制度、金額、地理的要素の三つの側

面からの分析を行った。まず財政支援という制度は財政制度全体の中でどのよ

うな意義を持っていたのか。この問題について、主に貨幣制度と銀錠を備蓄する

制度との関係から考察する。次に財政支援の金額について、送金されることにな

っていた規定額と実際に送金された金額の二つに分けて、できる限り定量的に

明らかにする。財政支援の規定額は中央政府が定めた新疆統治構想の重要な要

素の一つであり、実際に送られた金額は統治の安定性に直結する。また新疆が中

国の西北部に位置しているという事実や、新疆への支援を命じられた地域の変

化も、財政支援が持つ地理的要素として考察対象とする。地理的要素の分析から
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は、新疆の中国内での位置づけと新疆内部の構造の考察が可能である。これらを

踏まえて、新疆に対して行われた財政支援の全体像とその特徴を明らかにし、さ

らに財政支援が新疆統治に対して果たした役割について考察する。 

 

第１章 新疆統治の始まりと変容――財政支援に着目して 

 

この章では 18世紀半ばに新疆統治をはじめた清朝が、当初作り上げた財政支

援制度とその実態について分析する。清代には財政的に余裕のある省が、中央政

府の指示を受けて、別の省へ資金を送る、協餉と呼ばれる制度があった。清代に

おいては、この協餉を財政支援とみて、本章の主な考察対象とする。まず第 1節

では新疆に対して行われた協餉の制度面の特徴を論じた。協餉は通常、前年に必

要な金額を見積もり、送金が指示されるものであるが、新疆への協餉においては

二年前から見積もりが行われ、送金の指示も通常より早く出されていた。この措

置は新疆まで銀錠を輸送するための時間を考慮したものであったと考えられる。

それでも協餉の到着は遅れがちであり、甘粛省が立て替え払いを行うこともあ

った。財政収支の報告においても、都市間の連絡が困難な新疆に対しては、現地

の責任者の権限を強めるという特別な配慮がなされていたが、この措置は不正

行為を容易にするという問題もあった。 

続く第 2 節では、この時期の新疆への協餉の金額についての考察を行った。

金額については従来 3 つの説があったが、新疆への協餉と甘粛への協餉を区別

することで矛盾なく解釈できることを示した。そして新疆東部の帰属が新疆と

甘粛の間で曖昧であったことが実態を分かりにくくしてきたことを指摘した。

新疆内の地域別の分析からは、道光年間の防衛強化により、新疆南部への送金額

を増やす措置が採られたことを明らかにした。ただしこれは一時的な対応であ

った可能性もある。この時期における新疆への協餉は、主に新疆に近い内陸部の

省が負担していたと考えられる。カシュガル・ホージャ家の勢力が新疆南部に侵

入を繰り返した 1820 年代から 1840 年代には、新疆へ臨時の軍費が送られた。

新疆への協餉は内地各省にある程度の負担をかけていたと思われるが、この時

点では十分に実現していたことを明らかにした。 

第 3 節では協餉と関連する 2 つの制度について論じた。一つは内地からの物
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資輸送の制度である。仮に協餉が十分に届いたとしても、武器や茶など新疆では

購入することが難しい物資があった。こうした物資は内地から新疆へ直接輸送

されることもあった。もう一つの考察対象は銀錠の備蓄制度である。新疆各地と

甘粛には銀錠が備蓄されており、軍事活動や協餉の到着が遅れた際に利用され

た。しかしながらこの制度は本来新疆東部で実施されていた制度であり、新疆全

土で本格的に導入されたのは道光年間だと考えられる。 

このように、新疆への協餉は、送金にかかる時間を克服する工夫がなされて

いた上、道光年間には軍費の一時的な増額や備蓄制度の整備も行われた。新疆

統治制度は徐々に充実したものになっていったと言える。そしてこの時期には

新疆への協餉は十分に実現しており、新疆統治の安定に寄与していたと考えら

れる。しかしながら新疆の社会や経済は依然として大規模な軍隊の需要を満た

すほどには成熟しておらず、物資を直接輸送する必要があった。また各地の官

僚の独立性が強いため、不正行為を行う余地が残されていた。そして新疆東路

の財政的な位置づけがあいまいであったことからは、この時期の新疆には財政

的な一体性が欠けていたことが分かる。 

 

第 2章 清末西北動乱の鎮圧過程における協餉 

 

本章では、1862 年の西北動乱発生前後から 1877 年の新疆遠征の終了までを

対象として、中国西北部（陝西、甘粛、新疆）での軍事活動を支えた財政支出に

ついて考察する。この動乱の鎮圧においては、主導的な役割を担った左宗棠の

活動が重視されてきたが、ここでは動乱以前および左宗棠の登場より前の状況

や、左宗棠以外の責任者の活動を含めて分析する。これにより左宗棠の活動の意

義を再検討し、この時期の西北部への軍費の供給を財政支援の歴史の中に位置

づける。 

動乱以前から引き続き、新疆へは主に山西、河南、四川といった内陸の省が財

政支援を行うことになっていた。しかし新疆へ送られる軍費は少なく、限られた

軍費も陝西と甘粛で活動する軍隊が取り合っており、軍事活動は進まなかった。

1865 年には陝甘総督となった楊岳斌は、左宗棠よりも早く沿海部の資金を導入

する計画を立てていた。1866 年には外モンゴルにいた李雲麟が新疆への進軍を
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命じられ、楊岳斌の後任として左宗棠が陝甘総督に任命された。しかし左宗棠は

捻の鎮圧を優先し、西北部へ送られるべき資金を手元に留めていた。李雲麟によ

り新疆の軍事活動のための送金はある程度まとめて設定されたものの、実際に

はいくつもの部隊への送金経路が並列していた。 

1868 年に捻が鎮圧され、沿海部の省からの資金が西北部へ送られるようにな

ると、大規模な軍事活動が可能になった。左宗棠による資金調達の成功や彼が作

った規定の持続性から見て、左宗棠が動乱鎮圧に果たした役割は大きかったと

言える。一方で、送金の実現には中央の承認が必要であり、沿海部の資金の導入

には、朝廷や前任者の計画も存在した。また左宗棠は管理する部隊や軍費の範囲

を広げていったが、西征が進んでも彼の管理が及びにくい部隊も存在していた。

それは特定の省から派遣された部隊（湘軍、張曜の部隊）や、動乱以前から陝甘

総督とは異なる系統に属していた部隊（伊犂将軍の部隊）であった。新疆遠征の

最終段階でも、左宗棠が管理する金額の半分に当たる軍費が、彼の管理下には置

かれていなかった。 

左宗棠は西北部の軍事活動の総責任者であったが、陝甘総督の立場で活動し

ていたため、その影響力には限界があったといえる。西北部へ資金を送っていた

省を分析すると、動乱以前から新疆建省以後に至るまで、主に山西、山東、河南、

四川が西北部へ協餉を送るという体制が常に存在していたことがわかる。沿海

部の資金は 1865 年以降に導入され、1868 年から動乱の平定までに使われた資金

の多くを占めた。これは西北部への協餉の歴史の中では例外的な状況と位置づ

けられる。それでも新疆建省後にも江蘇省が継続的に送金していることから、動

乱を経ることで西北部と沿海部の関係がやや強まったと言える。 

 

第 3章 新疆建省前後における協餉の変遷――甘粛新餉に注目して 

 

この章では 1884 年の建省と呼ばれる政策を財政の観点から論じた。建省と

は清朝による新疆省の設置とそれに伴う様々な改革を指す。この時に成立した

甘粛新餉と名付けられた協餉は、建省を財政面で支えるものであり、以後省制

時期の新疆への協餉はこの枠組みによって実施された。行政機構や軍制、少数

民族政策などから見て、建省は中国の新疆統治史上の画期と言えるが、財政の
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協餉依存など建省の前後には連続性もある。本章ではまず甘粛新餉に関する基

本的なデータの収集を行う。そして、建省直後の時期において最大の課題であ

った軍縮との関係に注目して、協餉の金額や、内地の省への負担配分、新疆内

での協餉の分配をめぐる議論や実態を分析する。 

協餉の規定額に関する議論と実際に送られた金額の関係を探ると以下のよう

になる。建省時点では、内地の負担を軽減するために軍縮と協餉額の削減を進め

る計画が掲げられていたが、その後は軍縮の進展にも関わらず、協餉の規定額は

維持された。実際の送金額を見ても、清仏戦争の時期を除けば、送金状況は良好

であったといえる。中央政府は、沿海防衛の必要性や新疆の経費削減の難しさ、

内地各省の協餉負担能力など、その時点での条件を考慮して、常に新疆への協餉

の確保に努めていた。 

送金を送る側である内地の省や海関について分析すると、1885年から 1888年

までに、現地に近い省が負担するという協餉の基本理念に近い状態から、徐々に

経済力がある沿海部にも負担が割り当てられるようになっていったことが分か

る。西北部での軍事活動と建省を経て、新疆はより広い地域によって財政的に支

えられるようになったのである。 

送金経路を見た場合、動乱鎮圧後も各部隊への送金命令が乱立していた。そこ

で部隊の撤退や監査の強化などにより、資金の流れを一つにまとめる改革が行

われた。従来この改革については、建省後も八旗の官僚である伊犂将軍に一定の

権限が残されたことから、財政権限の一元化が不十分であったと説明されてき

た。しかし軍縮や部隊の撤退により、多くの資金の流れが整理されたこと、送ら

れた資金を新疆巡撫が分配する体制が確立したことから、改革は成果を収めた

と言える。 

 

第 4章 清末の新疆省財政と協餉 

 

この章は新疆省の体制が確立してから辛亥革命までの期間を対象とする。 

まず第 1 節においては、協餉の総額と負担した内地の省や海関の変化を分析

した。軍縮の進展とともに、支出することを認められた金額は徐々に減らされて

いったが、協餉の総額は維持されていたため、差額が甘粛や新疆の布政司庫に蓄
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えられていった。1901 年に義和団事件の賠償金の負担が新疆にも割り当てられ

たため、協餉は実質的に減少し、1904 年には規定額そのものが減らされた。前

章で明らかにしたように、建省直後には沿海部からの送金が導入されていたが、

義和団事件以降は主にこの沿海部からの支援が減らされることになった。 

実際に新疆に届いた協餉については、従来は義和団事件以降、協餉が送られな

くなったとされてきた。しかし当時の報告書を調べることにより、到着する協餉

の金額は確かに減っているものの、おおむね 1900 年頃の到着額が 1906 年頃ま

で維持されていることが明らかになった。沿海部からの送金が減る一方で、山西

と四川をはじめとする内陸部が送金を続けていた。これらの省からの送金が途

絶えることで、1907 年以降の新疆財政は急速に悪化したのである。 

 第 2 節の前半では、新疆省内における協餉の受領と利用を中心とした新疆財

政の構造を分析した。省制時期の新疆では、新疆巡撫（以下、巡撫）とともに、

伊犂将軍（以下、将軍）と塔爾巴哈台参賛大臣（以下、参賛大臣）が、巡撫と同

格の立場で協餉を受け取っていた。巡撫が協餉を受領し、それを将軍と大臣へ送

るという構造があったことは知られている。本章では複数の収支報告書からこ

の構造の存在を確認するとともに、協餉の到着具合と財政状況がほぼ連動して

いることを確認した。そして協餉の不足に対応するため、巡撫が本来行政費を扱

う布政司庫の資金で軍事費の不足を補ったり、将軍が巡撫や商人から資金を借

りたりすることもあったことを明らかにした。 

 第 2 節の後半では臨時支出への対応策を検討した。省制時期の前半には、主

に協餉の規定額と支出額の差額を備蓄することで、ウルムチに毎年約 20万両を

蓄えていた。これがパミール高原での軍事活動や甘粛で生じた反乱への対応な

どに利用された。1899 年頃までは新疆財政にはある程度の余裕があり、臨時支

出にも対応できるものであったことが分かる。紙幣発行は 1908年から大規模に

行われるようになった。協餉が滞る清朝最末期において、巡撫と将軍の財政赤字

をある程度補った。しかしカシュガルを除いては兌換準備が不足していたため、

事実上の不換紙幣となり、軍隊や社会の不満を高めることになった。 

 

第 5章 楊増新統治時期の新疆財政と中国内地からの財政支援 
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本章では省長楊増新が新疆を統治した 1912年から 1928年までの期間を扱う。 

まず第 1 節と第 2 節では、貨幣政策を含めた彼の統治時期の財政収支の全体

像の解明を試みた。1912～1916 年の民国初期の予算に関する情報には疑問が残

るが、政情の安定までには変動があったと推測できる。その後、1920 年代から

は歳入の予算額は約 400 万元で安定することになった。しかしそれ以上の税収

の増加は見られないため、楊増新による農業開発などの施策の効果は限定的で

あったといえる。歳出は体制の確立とともに一旦減少したが、1920 年頃から再

び増加した。これは軍事費の増加によるものであり、1925 年からはさらに増え

た。政治的には安定していた楊増新の統治時期であっても、内地の戦乱に対処す

る必要があったと考えられる。 

常に赤字であったこの時期の新疆財政を補っていたのは紙幣発行である。

1915 年までは不安定な政治情勢に応じて、紙幣の発行量が多かった。また、一

時的にイリに成立していた革命政権が発行した紙幣を、ウルムチの省政府が発

行した紙幣で交換することも行っており、貨幣面で新疆の統一が実現した一方

で、省政府の紙幣発行額が増えることになった。この時期には商人が紙幣を銀に

変えて内地に持ち帰ったこともあり、紙幣価値が下落し、軍人や警官が困窮した。 

続く 1918年までの時期には、政情の安定化に伴い、紙幣の回収が進められた。

回収においては、アクスでは紙幣で納税させたり、カシュガルへの送金為替に高

いプレミアムをつけるなど、各地の事情に合わせた様々な方法が用いられた。し

かしながらこの時期にも新たな紙幣発行が続けられていた。1920 年代の紙幣発

行については史料不足により不明な点が多いが、発行額が増加していったこと

は間違いない。ただし、紙幣流通量の増加と比較した場合、内地の通貨から見た

新疆の紙幣の価値は、それほどまでには下落していないため、新疆の紙幣はある

程度の信用を得ていたとも考えられる。 

従来、辛亥革命以降は中国内地からの財政支援は行われなくなったと言われ

てきた。しかし、この時期にも新疆省政府は継続的に北京政府と連絡を取り合っ

ており、財政支援の要請や予算案、収支報告書の提出も行われていた。第 3節で

は、中国内地が新疆財政を支援したと考えられる事例について考察した。断片的

な情報からではあるが、1919年頃までは、年間数万元から 20万元程度の財政支

援が実際に行われていたと推測できる。また直接の送金とは異なる形で、中国の
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内地が新疆を支援していたと考えられる事例もある。例えば新疆の官員が内地

で活動する際の費用や旅費を内地の省が負担したり、小規模だが中央で内債を

発行し、それを北京や天津の商人が購入していたことが挙げられる。また新疆で

商人から資金を借りる際に、引き換える形で発行した紙幣は、中国内地の紙幣と

交換可能であるという約束を伴うものであった。こうした例を見る限り、楊増新

統治時期の新疆も財政的には決して内地から切り離されたわけではなかったと

いえる。 

 

第 6章 南京国民政府時期における新疆財政と貨幣政策 

 

この章では 1928 年から 1949 年までの新疆の財政収支と貨幣政策について検

討した。 

1928 年から新疆の省長となった金樹仁の統治時期には財政赤字が増大し、紙

幣発行額が増えていったとされている。しかしこの時期の紙幣価値は、紙幣発行

額の増加から推測されるほどには下落していない。そして 1931年以降に新疆で

再び戦乱が拡大すると、軍事費の急増とともに、紙幣がさらに増発され、紙幣価

値は流通量から推測されるよりも大きく下落していった。その後 1934 年に新疆

省の政権を掌握した盛世才は、ソ連とのつながりを強め、国民政府からの影響力

を弱めようとしたとされる。しかしながら、この時期には国民政府からの財政支

援も再開しており、中国内地と新疆の関係が断たれたわけではない。また盛世才

は借款などソ連から大規模な支援を得ており、ある程度安定して新疆を統治し

ていたと言える。ただし、盛世才の統治時期にも、新疆で発行された紙幣の価値

は下落し続けており、幣制の問題は存在していた。 

中国内地では 1933 年の廃両改元を経て、1935年に幣制改革が行われたが、新

疆での幣制改革は 1939 年まで遅れた。また内地の法幣との換算率を固定したと

はいえ、新疆では独自の紙幣を発行し続けていた。その後 1944年初めまでに一

億数千万元の紙幣が発行されたが、法幣との交換率が変えられることもなく、あ

る程度価値が安定していたと考えられる。財政面でも 1938～1941 年の財政収支

は安定しており、紙幣発行額も財政規模から考えて不自然なものではない。 

 こうした財政と幣制における安定の背景の検討のためには、ソ連からの支援
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の解明が必要である。ここでは日中戦争を背景とした内地からの送金の存在を

指摘した。1938 年末に始まったソ連から物資を購入し、中国へ輸送する活動に

おいて、輸送費は新疆が一時的に立て替え、その後内地から新疆へ送金されるこ

とになった。これにより法幣が大量に内地から新疆へ流入することになったの

である。しかしながら、大量に流入した法幣は新疆省発行の紙幣よりも価値が下

がり、新疆経済を混乱させた。 

その後 1943年頃から歳出が増加し、新疆財政は紙幣発行に依存するようにな

っていった。1945年にも内地から支援が行われたり、1948年には国民政府が様々

な改革案を出している。しかし 1948～1949 年には紙幣の発行額は月ごとに飛躍

的に増大していった。さらに内地から法幣や金圓券が大量に流入したこともあ

り、新疆の幣制は混乱し、紙幣価値は急速に下落していった。1949 年に省政府

は中国共産党の統治を受け入れることになるが、この時点では国民政府系の新

疆統治はすでに財政的に破綻していたのである。 

 

終章 財政支援からみた新疆の近代 

 

結論として論文全体を踏まえて、財政支援制度とほかの制度との関係、財政支

援の実現具合と新疆統治の安定性の関係、財政支援の地理的要素からみた新疆

という地域の位置づけと構造の変化について整理し、分析を加える。 

新疆の財政制度は、財政支援制度における不備を備蓄制度などを用いて補う

ものから、送金にかかる時間を短縮し、臨時の支出にも対応できるものへと改め

られていった。その画期はやはり内地と同じ統治制度を導入した建省である。し

かし西征中の送金という前例の存在や、建省以後も備蓄制度はむしろ強化され

ていることからは、制度上の変化は緩やかなものであったことが分かる。また、

民国末期に内地との幣制上の一体化が逆に紙幣価値の下落をもたらすなど、変

化には負の側面もあったと言える。 

財政支援が届いている限り、中国の政権による新疆統治は安定しており、到着

する金額が減少すると統治は動揺した。逆に、統治がある程度安定していた時期

を調べると、金額が減少しながらも支援が届いていたり、別の形で行われていた

ことが分かる。財政支援と新疆の軍事的安定は強く結びついていたといえるだ
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ろう。財政支援により軍隊が維持され、外敵や現地民の反抗に対抗することがで

きたが、同時に給与の遅配が兵士の政府への不満を高めることもあった。本来統

治を支えるはずの大規模な軍隊の存在も、新疆においては危険が伴うものだっ

たのである。 

清仏戦争や義和団事件の影響はあったが、少なくとも清代においては、財政支

援はかなりの程度実現していた。中国の西北部の辺疆に位置するという新疆の

地理的特徴は、財政支援の実現に対してプラスに働いていたといえるだろう。新

疆への協餉は多くの省が負担していたものの、内陸の省は常に送金を行ってい

た。これに対して沿海部の省や海関は、もとは主に軍事活動の時期に送金を行っ

ていたが、新疆建省により常に新疆へ協餉を送ることになった。 

新疆内部の財政的な構造を見ると、動乱以前の新疆への協餉は、都市別、地域

別に設定されていた。そして新疆東部は甘粛との間で帰属があいまいであり、新

疆の北部と南部も伊犂将軍のもとで集中的に管理されていたわけではなかった。

この時点では財政的には新疆という枠組みが存在していなかったと言うことも

できる。この構造は新疆遠征時にも続いており、遠征軍は一つのまとまりを持っ

てはいなかった。その後、建省により財政の一元的管理は達成されたのであり、

新疆建省とは、財政的に新疆というまとまりを成立させた改革だったと解釈で

きる。 

財政支援制度は中国における新疆統治の中でどのような意味を持っていたの

か。清朝は民族的な多様性に富む地域を緩やかに統治していた。財政支援制度は、

軍隊を維持し、時には地域間の経済格差を是正するなどの意味を持った制度で

あり、財政的に大清帝国を支えた制度である。さらに 19 世紀末の建省により、

新疆の内部の差異や制度上の分断が解消され、新疆は財政的なまとまりを与え

られるとともに、沿海部からの支援が恒常的に送られるようになった。近代に生

じたこれらの変化により、新疆統治の安定性や中国内地とのつながりが強化さ

れたと考えられる。 
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論文の内容の要旨 

 

18 世紀半ばにジュンガルを滅ぼし、カシュガル・ホージャ家の反乱を鎮圧し

た清朝は、中央アジアの東部、天山山脈の南北に広がる地域を勢力圏に収め、新

疆と名付けた。その後 19世紀末の国境画定により西北部がロシア領になった以

外は、清朝時代の新疆の領域がほぼそのまま現在の新疆ウイグル自治区となっ

ている。この約 250 年の間、中国の政権、すなわち清朝、中華民国、中華人民共

和国はどのようにしてこの地域への影響力を保ち続けていたのか。特に政治的

な混乱が続く一方で、経済開発や漢族の進出など、現代まで続く変化が生じた 19

世紀後半から 20 世紀半ばまでの時期は、新疆の歴史の中で重要な意味を持つ。

本論文は、この時期を近代と呼び、この期間における中国による新疆統治を財政

の観点から考察するものである。 

序章では、新疆財政の基本的な姿と先行研究の状況を示した上で、財政支援と

いう課題とその意義を提示した。辺境防衛のために新疆には 18世紀末から常に

大規模な軍隊が配置されていた。この軍隊を維持するために多くの軍事費が必

要であったが、現地での税収は限られていた。この財政赤字を補うためには、中

央政府や財政的に余裕のある省が資金を送ることが必要であった。新疆統治の

安定性や新疆と内地の関係を考察するためには、この財政支援の分析が不可欠

である。しかしながら個別の産業分野の発展や税制、貨幣に関する先行研究は存

在するが、財政構造の全体像や財政支援の実態の解明は不十分である。そのため

本稿では財政支援について、制度、金額、地理的要素の三つの側面から計画や実

態の解明を試みるとともに、財政支援制度と他の財政制度との関係、財政支援の

実現具合と新疆統治の安定性との関係、資金を負担する機関の変化などから見

る新疆と他地域との関係について考察することを目的とする。 

本論文は時系列を追う構成を採っており、第 1 章が 18 世紀半ばから 19 世紀

半ばの動乱の発生まで、第 2 章から第 4 章が清末、第 5 章、第 6 章が中華民国

時期を対象としている。 

第１章では、新疆統治をはじめた清朝が、当初作り上げた財政支援制度とその

実態について分析した。清代には財政的に余裕のある省が、中央政府の指示を受

けて、別の省へ資金を送る協餉と呼ばれる制度があった。新疆と甘粛省へ協餉を
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送る際には、経費の見積もりや送金の指示を早めたり、甘粛省が立て替え払いを

したりする特別な措置がとられていた。また現銀を現地に備蓄する制度もあり、

協餉を送るための距離や時間を克服するための努力がなされていた。さらにカ

シュガル・ホージャ家の勢力が新疆南部に侵入を繰り返した 1820年代から 1840

年代には、新疆へ臨時の軍費が送られるとともに、協餉の規定や備蓄制度が整備

された。しかしながら、新疆の社会や経済は依然として大規模な軍隊の需要を満

たすほど成熟しておらず、物資を直接輸送することも行われていた。また制度面

の不備も残っていた。特に甘粛省との間で新疆東部の財政的位置づけが曖昧で

あり、協餉が地域別に把握されているなど、この時点では新疆全体を財政的にま

とめる構造がなかったことを指摘した。 

第 2章では、1860 年代から 1870 年代にかけて中国の西北部に広がった動乱の

鎮圧過程における軍費の供給について考察した。動乱以前から引き続き、新疆へ

は主に山西、河南、四川といった内陸の省が財政支援を行うことになっていた。

しかし当初清朝は陝西と甘粛での軍事活動を優先したため、新疆へ送られる軍

費は少なく、軍事活動は進まなかった。1865 年以降に沿海部の省からの資金が

西北部へ送られるようになり、大規模な軍事活動が可能になり、動乱は平定され

た。 

従来の研究ではこの動乱鎮圧における左宗棠の役割が強調されてきた。本論

文でも、彼の作った規定の持続性や資金調達の成功という点で、左宗棠の役割の

大きさを確認した。一方で、送金の実現には中央の承認が必要であったことや、

中央政府や彼の前任者による計画の存在も指摘した。また、左宗棠は管理する部

隊や軍費の範囲を徐々に広げていったものの、最後まで彼の管理が及びにくか

った部隊も残っていた。 

第 3章は 1884年の建省について論じた。建省とは清朝による新疆省の設置と

それに伴う様々な改革を指す。この前後の時期における、新疆への協餉の実態と

関連する議論を、軍縮との関係に着目して分析した。建省を主導した左宗棠や劉

錦棠は、多くの資金を求めていたと考えられるが、実際には軍事活動終了直後の

1878 年に届くことになっていた金額を、以後も継続して送金するよう求めるこ

としかできなかった。しかしその後は軍縮が進展する一方で、予定されていた送

金額の削減は行われなかった。清仏戦争の期間を除けば、送金状況も良好であり、
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中央政府や内地の省は、新疆への協餉の確保に努めていたといえる。 

送金経路を見た場合、動乱鎮圧後も各部隊への送金命令が乱立していた。建省

に伴って、協餉の流れを一つにまとめる改革が行われた。従来はこの改革につい

ては、建省後も八旗の武官である伊犂将軍に一定の権限が残されたことから、財

政権限の一元化が不十分であったと説明されてきた。しかし軍縮により撤退し

た部隊への資金の流れは整理されたこと、送られた資金を新疆巡撫が分配する

体制が確立したことから、改革は成果を収めたと言えるだろう。 

第 4 章は、辛亥革命までの清末省制時期を対象として、財政支援の受領と移

転の構造や、紙幣発行を含めた財政状況の変遷を解明した。この時期の新疆では、

新疆巡撫、伊犂将軍、塔爾巴哈台参賛大臣の三者が財政上の関係を持ちながら活

動していた。巡撫の下に位置する布政司庫には封存銀と呼ばれる銀の備蓄が毎

年行われており、臨時の支出に対応していた。巡撫から伊犂将軍への支援も行わ

れており、省制とそれに伴う布政司庫の存在が新疆財政に柔軟性や安定性を与

えていた。 

財政支援の実現具合に着目すると、建省から 1899年までは協餉はほぼ規定通

りに到着していた。義和団事件の際は一時的に協餉が届かなくなり、さらに 1904

年以降は送金規定額そのものが減らされたものの、山西や四川という内陸部か

らの支援は依然として届いていた。通説では義和団事件以降には協餉が届かな

くなったとされてきたが、この時点でも送金状況はある程度安定していたこと

が明らかになった。1907 年以降は協餉の到着額が急速に減少し、事実上の不換

紙幣の発行が兵士の不満や社会の混乱を招くことになった。 

第 5章は省長楊増新が新疆を統治した 1912年から 1928年までの期間を扱う。

まず彼の統治時期の財政収支の全体像と貨幣政策の解明を試みた。民国最初期

は政治情勢だけでなく、財政的にも混乱期であったといえる。財政支出は多く、

紙幣発行で収入を補っていた。1916 年から 1919 年頃までは短い安定期であり、

体制の確立とともに歳出が減る一方、歳入の増加が見込まれた時期であり、この

時期には紙幣の回収が進められた。その後 1920年、1925年と段階的に歳出が増

えていく時代に入り、それに伴って新たに発行される紙幣の量も増えていった。

ただし 1920年代には、新たに発行された紙幣はある程度の信用を得て流通して

いたと考えられる。 
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従来は、辛亥革命以後は新疆への財政支援は行われなくなったとされてきた。

しかし 1919年頃までは中央からの財政支援がある程度確認できる。史料不足に

より 1920年代後半の状況は不明であるが、辛亥革命以降も中央政府や内地の各

省は、新疆に対して直接あるいは間接的な支援を行っていたことを明らかにし

た。 

第 6章は、1928年から 1949年までの新疆の財政収支と貨幣政策について検討

した。1930年代初めまでの動乱期の財政難から 1934年以降の盛世才統治時期に

よる財政状況の回復、1940 年代半ば以降の財政状況の急速な悪化、という展開

は先行研究の認識と同じである。ただし本論文では、盛世才の統治時期やその後

も内地からの支援があったこと、特に 1939 年から 1942 年頃までのソ連から国

民政府への軍事援助に関わる送金が、内地から新疆への資金の移動に重要な意

味を持った可能性があることを指摘した。 

 1939 年新疆の幣制改革により新疆と内地の幣制は強いつながりを持つことに

なった。しかし同時に、内地から流入した大量の法幣や金元券は新疆に滞留し、

価値の下落から新疆財政や現地社会を混乱させた。 

終章「財政支援からみた新疆の近代」では、本論文全体を通観して、新疆に対

して行われた財政支援の特徴を分析し、さらに財政支援が新疆統治の中で担っ

た意義について考察した。 

新疆への財政支援制度は成立当初から、送金にかかる時間を短縮し、臨時の支

出にも対応できるように工夫されており、近代にはさらに制度が整備された。こ

の制度によって多くの資金が新疆へ送られ、新疆統治の安定に貢献した。このこ

とは、辛亥革命以後に内地の省が自律性を高める中でも、新疆省が中央政府との

つながりを保っていた理由の一つだと考えられる。財政支援により、辺境を防衛

し、中国の一体性を保つという構造は、18 世紀半ば以降常に存在していたので

ある。 

一方で近代における変化も指摘できる。建省以前の新疆への財政支援は、地域

別、部隊別に送金する形を採っており、新疆と甘粛の財政的な境目も不明瞭であ

った。布政司庫を中心として資金を受領し、省内に分配する体制を作り上げた建

省は、新疆に財政的な枠組みを与える改革であった。この財政的な一体性は、新

疆という地域が一つのまとまりとして存続することに寄与したと考えられる。 


